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〔研

究

ノ

ー
ト
〕

『
続
群
書

一
覧
』
所
載
の

『
勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
』
記
事

中

島

正

二

 
本

稿

は
、

本

誌

第

十

六

号

(
一
九

九

二
年

六

月
)

に
掲
載

し
た

拙

稿

「
『
勅

撰
名

所

和

歌
要

抄

』
並

び

に

『
勅
撰

名

所
和

歌
要

抄
抽

書
』

の
諸

本

に

つ

い
て
」

(
以
下

、
前

稿

)

の
補
遺

で
、
特

に

『
勅
撰

名

所
和

歌

要

抄

』

(以
下

『要
抄

』
)

に
か

か
わ
る
。

参
照

す

べ
き
重
要

な
資
料

に
、

後

に
な

っ
て
気

づ

い
た
だ

け

の

こ
と

で
あ
る
が

、
諸
先

学

の
御

論
考

に
も
、

言

及

さ
れ

て

い
な

い
も

の
な

の
で
、

あ
え

て
報
告

す
る
次
第

で
あ

る
。
そ

し

て
、

そ

れ

に
も

と
づ

き
、

『
要

抄
』

諸
本

の
関
係

に

つ
い
て
、

若

干

の

考

察

を

こ
こ
ろ

み
た

い
。

*

*

 
ま
ず

『日
本
書
目
大
成
』
第
二
巻

(長
澤
規
矩
也

・
阿
部
隆

一
編
 
汲

古
書
院
 

一
九
七
九
年
)
の

『続
群
書

一
覧
』
(全
二
十
六
巻
 
西
村
兼

文
 
写
本
 
大

一
〇
冊
)
の
解
題
を
引
用
す
る
。

 
 
西
村
兼
文
は
維
新
後
京
都
に
住
し
て
、
山
城

・
大
和
の
社
寺
を
巡
り
、

 
 
古
版
旧
紗
記
録
文
書
そ
の
他
の
霊
宝
を
探
つ
た
人
で
あ
る
。
従
つ
て
、

 
 
古
書

の
鑑
識
も
深
く
、
書
き
残
し
た
物
も
少
く
な
い
。
高
知
の
青
山

 
 
文
庫

に
は
、
彼
が
田
中
光
顕

(青
山
)
の
求
に
応
じ
て
書
い
た
と
思

 
 
は
れ
る
展
閲
の
記
録
が
多
く
残
つ
て
ゐ
る
が
、
尾
崎
雅
嘉
の
群
書

一

 
 
覧
を
補
訂
し
た
本
書
及
び
古
梓

一
覧
に
は
異
本
が
多
い
。
本
書
は
、

 
 
大
正
十
五
年
十
二
月
に
、
日
用
書
房

・
吉
川
弘
文
館
両
騨
の
名
で
活

 
 
版
に
付
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
明
治
二
十
五
年
四
月
の
自
序
を
冠
す

 
 
る
の
で
、
同
二
十
九
年

一
月
の
自
序
を
冠
す
る
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
方

 
 
が
改
訂
本
と
い
へ
よ
う
。
類
別
も
、
そ
の
順
序
も
、
各
類
所
収
部
数

 
 
も
同
じ
で
な
い
の
で
、
こ
〉
に
影
印
し
て
、
大
方
の
参
考
に
供
す
る
。

 
 
底
本
は
家
蔵
。

 
そ
の

『続
群
書

一
覧
』
で

『勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
』
が
以
下
の
よ
う
に

報
告
さ
れ
て
い
る

(文
中
の
I
H
お
よ
び

「
マ
マ
」
は
論
者
が
付
し
た
)。

 
 
 
 
 
 
勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
 
写
 
残
欠
 

一
冊

 
 
 
 
亀
山
天
皇
 
震
撰

 
 
 
 
巻
第
十
九
宮
中
 
京
中
之
部

 
 
以
上
其
所
在
を
古
書
よ
り
明
細
に
記
し
給
ひ
和
寄
及
詩
文
を
も
抄
出

 
 
引
用
書
は
師
遠
名
所
抄
外
数
十
部
也

 
 
 
奥
書
勅
撰
名
所
和
歌
抄
 
第
十
九

 
 
 
-
 
日
野
中
納
言
紀
光
卿
傳
来
也
予
適
借
請
之
自
書
写
之

 
 
 
 
 
 
安
永
四
年
九
月
五
日
 
 
左
中
丞
経
逸
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H
 
右
勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
第
十
九
借
乞
或
蔵
書
令
写
之

 
 
 
 
 
件
抄
為
 
亀
山
院
御
撰
之
由
故
公
麗
卿
注
之
云
々

 
 
 
 
 
 
天
保
七
年
正
月
廿
六
日
 
 
皇
太
后
権
大
夫
實
萬

 
以
下
、
右
の
奥
書
を
検
討
し
て
み
る
。

 
1
の

「日
野
中
納
言
紀
光
」
は
、
い
わ
ゆ
る
柳
原
紀
光

(延
享
四

(
一

七
四
七
)
1
寛
政
十
二

(
一
八
〇
〇
))。
「左
中
丞
経
逸
」
は
勧
修
寺
経

逸

(寛
延
元

(
一
七
四
八
)
i
文
化
二

(
一
八
〇
五
))。
H
の

「故
公

麗
卿
」
は
滋
野
井
公
麗

(享
保

一
八

(
一
七
三
三
)
1
天
明
元

(
一
七
八

一
)
)。
「皇
太
后
権
大
夫
實
萬
」
は
三
条
實
萬

(享
和
二

(
一
八
〇
二
)
-

安
政
六

(
一
八
五
九
))。
紀
光
、
経
逸
、
公
麗
は
ほ
ぼ
同
世
代
で
、
實
萬

だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
。

 
奥
書
の
内
容
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
ろ
う
。

1
…

「
日
野
中
納
言
紀
光
卿
」
が

「傳
来
」
し
て
い
た

「勅
撰
名
所
和
歌

要
抄
第
十
九
」
を
安
永
四
年

(
一
七
七
五
)
九
月
五
日
に
経
逸
が
書
写
し
た
。

H
…
そ

の
経
逸
書
写
本
が
或
る
人
の
蔵
書
と
な
り
、
そ
れ
を
實
萬
が
借
り

て
、
天
保
七
年

(
一
八
三
六
)
正
月
廿
六
日
に
書
写
せ
し
め
た
、
そ
の
本

が

『続
群
書

一
覧
』
編
者
西
村
兼
文
の
調
査
し
た
本

(以
下
、
西
村
調
査

本
)
で
あ
る
。

*

*

 
前

稿

で
述

べ
た
ご

と
く

、

『
国
書

総

目
録

』

な
ど

に
よ

れ
ば

、

現
在

知

ら

れ

て

い
る

『要

抄
』

の
伝
本

は
、

①

内

閣
文
庫

本

(完

本

)
、
②

宮

内

庁

書

陵

部

本

(零

本

・
巻

十

九

)
、

③

北

海

学

園

大

学

附

属

図

書

館

本

(零
本

・
序

、
巻

一
～

八
)

の
三
本

で
あ
る
が

、

そ
の
ほ

か
、

和
歌
文

学

会
第
三
十

一
回
大
会

(
一
九
八
五
年
十
月
十
八
・
十
九
日
 
於
東
京
大
学
)

の
際
の

「東
京
大
学
和
歌
関
係
図
書
展
示
書
目
」
の

〔個
人
蔵
〕
に
、

「
(八
〇
)
勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
 
巻
第
十
九
 
写

一
冊
」
が
あ

っ
た
。

解
説
に
は
、
西
村
調
査
本
と
同
じ
奥
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
た

(井
上
宗
雄

氏
の
御
教
示
に
よ
る
)。
お
そ
ら
く
、
こ
の
某
氏
蔵
本
は
西
村
調
査
本
と

同

一
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
平
成
三
年
度
中
世
文
学
会
春
季
大
会

(於
白
百

合
女
子
大
学
)
の
展
観
資
料
の
中
に
個
人
蔵
の

「勅
撰
名
所
和
歌
要
抄
巻

第
十
九
 
写
本

一
冊
」
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
同

一
か
。

*

*

 
と
こ
ろ
で
、
前
稿
で
報
告
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
京
都
府
立
総
合
資
料

館
に
は
、
前
出
の
滋
野
井
公
麗
が

『要
抄
』
を
抄
出
し
た
本
が
存
す
る
。

そ
の
奥
書
に
は

「安
永
三
年
十
二
月
十
三
日
夜
以
京
極
宮
御
本
抜
萃
畢
…

日
野
中
納
言
紀
光
卿
同
所
持
云
々
今
出
川
本
者
可
被
借
送
由
被
仰
候
亀
山

院
勅
撰
云
々
 
太
宰
権
帥
藤
原
公
麗
」
と
あ
る
。
西
村
調
査
本
の
奥
書
の

H

「…
亀
山
院
御
撰
之
由
故
公
麗
卿
注
之
云
々
」
は
、
こ
れ
に
よ
っ
た
も

の
か
。

 
ま
た
、
同
じ
く
ー

「日
野
中
納
言
紀
光
卿
傳
来
也
予
適
借
請
之
自
書
写

之
 
安
永
四
年
九
月
五
日
 
左
中
丞
経
逸
」
の
紀
光
卿
本
は
、
公
麗
が

「日
野
中
納
言
紀
光
卿
同
所
持
」
と
記
し
た
本
で
あ
ろ
う
。
前
稿
で
報
告

し
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
は
、
巻
第
十
九
の
み
の
零
本
で
、
柳
原
家
旧
蔵

本
で
あ
る
か
ら
、
「左
中
丞
経
逸
」
が
借
り
た
本
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
で

あ
ろ
う
。
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*

*

 

こ
れ
ま

た
、
う

か

つ
に
も
、
前

稿

で
参

照
し

な

か

っ
た
重
要

な
資

料
、

福

井
久

蔵
氏

『大

日
本
歌
書

綜

覧
』

上
巻

(
一
九

二
六
年

 

不

二
書

房
)

に
は
、

「勅

撰

名
所

和

歌
要

抄

 

一
巻
 

写

 
亀

山

天
皇

」

と

し

て
、
以

下

の
説

明

が
あ

る
。

 

 

現
存

せ
る

は
、

巻
十

九

の

一
巻

、
宮
中

京

中

の
部

に
し

て
、
他

は
欠

 

 

け
た

る
が
如

し
。
安

永

四
年
書

写

の
奥

書

あ

り
。
証

歌

の
外
、

詩
文

 

 

を
も
載

す
。
亀

山

天
皇

と
あ

る
は

い
か
が

あ

ら
む
。

覚
束

な

し
。

 

「安

永

四
年
書
写

の
奥
書

」

と
あ

る

か
ら
、

福
井

氏
が

調
査

し

た

『要

抄
』

は
、
前

掲
奥
書

1

の
、
左

中
丞

経
逸

が
柳

原
紀

光

か
ら
借

り

て
、
自

ら
安
永

四
年

九
月

五
日

に
書

写

し

た
本
、

つ
ま
り
、

西
村

調
査

本

の
親
本

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

ま
た
、

こ

の
本

に
も

「
亀
山

院
勅

撰
」

の
由

が
記

さ

れ
て

い
る
よ
う
だ

が
、

こ
れ
も
、

前
掲

の
、

滋

野
井
公

麗

に
よ

る
安
永

三
年
写

の

『
要
抄
』

の
抜

粋
本

(京

都
府

立
総

合
資

料
館

蔵
本

)

の
注
記

に
も

と
つ

い
た
も

の

か
も
し

れ
な

い
。

査

し
た
本

の
親
本

で
あ
ろ
う

査
本

)
。

*

(書
陵
部
本
↓
福
井
氏
調
査
本
↓
西
村
調

*

 
前
稿
の
補
足
を

一
つ
。
そ
の
重
要
性
に
気
づ
か
ず
、
報
告
し
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
が
、
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
本
に
は
、
「安
政
五
年
正

月
十

一
日
 
柳
営
之
御
会
」
と
い
う
連
歌
会
の
記
録
紙
片
が
挾
ま
っ
て
い

た
。
そ
の
脇
句
に

「動
か
ぬ
国
の
長
閑
成
ら
ん
 
内
大
臣
殿
」
と
あ
る
。

安
政
五
年

(
一
八
五
八
)
当
時
の
内
大
臣
は
、
西
村
調
査
本
の
奥
書
H
に

そ
の
名
の
見
え
る
三
条
實
萬
で
あ
る
。
北
海
学
園
本
の
伝
来
の
詳
細
は
不

明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
あ
る
い
は
、
實
萬

の
交
際
圏
内
の
人
物
の
蔵

書
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
北
海
学
園
本
に
は

「賀
茂
宮
小
幡

氏
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。

*

*

一24一

 

*

*

 
以
上
の
考
察
を
整
理
す
る
。

①

和
歌
文
学
会
、
中
世
文
学
会
に
お
い
て
展
示
さ
れ
た
個
人
蔵
の

『要

 
抄
』
の
写
本
は
、
か
つ
て
西
村
兼
文
が
調
査
し
、
『続
群
書

一
覧
』
に

 
記
し
た
天
保
七
年
書
写
本
で
あ
ろ
う
。

②

福
井
久
蔵
氏

『大
日
本
歌
書
綜
覧
』
所
載
の

『要
抄
』
の
写
本
は
、

 
柳
原
紀
光
旧
蔵

・
現
書
陵
部
蔵
本
を
写
し
た
も
の
で
、
西
村
兼
文
が
調

 

蛇

足

で
は
あ

る
が
、

奥
書

H

に

「
故

公
麗

卿
注

之
」

と
あ

る

「亀

山

院

勅

撰

」

に

つ
い
て
、
付

け
加

え

る
。

 

『要

抄
』

の
序

文

(現
存

本

で
は
内

閣
本

、
北

海
学
園

大

学
本

に
の
み

存
す

る
)

に
は

「
万
葉

集

よ
り

こ

の
か
た
十

八
代

の
勅
撰

を

ひ
ら

き

て
」

と
あ

る
。

つ
ま

り
、

『
万
葉

集

』

か

ら
、
今

日

の
理
解

で
言

え
ば

十

七

番

目

の
勅

撰
集

で
あ
る

『
風
雅

集
』

ま

で

の
歌

集
を

対
象

と
し

て

い
る
。

し

た

が

っ
て
、

『要

抄
』

は

『風

雅

集
』

成

立

(貞
和

五
年

(
=

二
四
九

)

修
訂

・
整
備

完

了
)
以

降

の
編
纂

で
あ

る

の

で
、
嘉

元

三
年

(
=
二
〇

五
)



に
崩
御

し

た
亀
山
院

が
撰

ぶ
の
は
、

前
掲

『
大
日
本

歌
書

綜
覧

』
が

「
亀

山

天
皇

と
あ

る
は

い

か
が
あ

ら

む
。

覚
束

な

し
。
」
と

疑
義

を

呈
し

て

い

る
ご

と
く
、
不
可
能

に
近

い
と
言

わ
ざ

る
を

え
な

い
。
公

麗

は
、

そ
し

て
、

紀
光

、
実
萬

た

ち
は
、

序
文

を
備

え

た
伝
本

を
見

る
機

会
が

な
く
、

そ

の

内
容

に
関

す

る
情

報
も

得

ら
れ
な

か

っ
た

の

で
あ

ろ
う

。
も

っ
と
も
、
序

文

を
見

て

い
な
く

と
も

、
巻

十

九

に

は
、

『
風
雅

集
』

の
歌

が
、

た
と

え

ば
、

一
八
五

一
番

の

「
む

か
し

み
し
雲

の
か
け

は
し

か
は
ら

ね
ど
我

が
身

ひ
と

つ
の
と
だ

え

な
り

け

り
」

の
藤

原

清
輔

の
歌

な

ど

が
、

「
雲

の
か

け

は

し
」
を

よ
ん

だ
も

の
と

し

て
あ

げ
ら

れ

て

お
り
、
注
意

深

く
見

て

い
れ

ば
、

「
亀

山
院

勅

撰
」

は

誤

り

で
あ

る

こ
と

に
気

づ

い
た

は
ず

だ

が
、

そ

こ
ま

で
考

え
が

及
ぼ
な

か

っ
た

の
か
。

「
覚
束

な

し
。
」

注

(1
) 

ち
な

み
に
、
林
若
樹

氏

「西
村
兼
文
氏
逸
話
」

(
『林

若
樹
集
』
青
裳
堂
書
店

 
 
 

一
九
八
三
年
)
に
は
、

 
 
 

西
村
兼
文
氏
は
京
都

の
人
、
元
本
願
寺

の
寺
侍

な
り
。
維
新

の
際

に
は
国

 
 
 

事

に
奔
走
し
、

一
種

の
勢
力
あ
り
き
。
性
古

を
好

み
、
最
古
書
古
文
書

の

 
 
 

鑑
識

に
長
じ
、
自

ら
天
下
第

一
の
鑑
定
家

と
称

す
。
随
而
古
書
古
文
書

の

 
 
 

模

写
甚
巧

み
に
、
其
古

写
経

の
末
尾

に
年
号
人
名
等

を
記
入
す
る
や
、
人

 
 
 

容

易

に
其
真
偽
を
弁
ず

る
こ
と
能

は
ず
。

…
春

日
版
と
称
す
る
も

の
は
古

 
 
 

来

年
代
不
明

の
も
の
な
る
が
、
兼
文
氏
窃

に
其
書

を
取
り
、
之

に
何
年
某

 
 
 

校

了
と
記
し
置

き
し
に
、
後
日
博
士
連
之

を
発
見
し
初
め
て
春
日
版

の
年

 
 
 

代
分
明
せ
り
と

て
手
を
拍
ち
し
が
、
後

に
西
村
氏

の
悪
戯
な
る

こ
と
判
明

 
 
 

し
て

一
同
呆
然

た
り
き
。
…
晩
年
奈
良
宝
物

取
調
主
任
と
な
り

て
奈
良

に

 
 
 

住

し
、
明
治
廿
九
年

十
二
月

一
日
、
同
処

に
没
す
。
享
年
六
十
八
、
京
都

 
 
 

西
大
谷

に
帰
葬
す

と
い
ふ
。

・

 
 
と
あ

る
。

ま
た
、
市
島

春
城
氏

『春

城
随

筆
』

(早
稲
田
大
学
出

版
部
 

一
九

 
 
二
六
年
)

に
は
、
「
贋
作
家
西
村
兼
文
」

と

い
う

一
文
が
あ
り
、

 
 
 

弦

に
す

ぐ
れ
た
贋
作
家
を

一
人
挙
げ

よ
う
。
そ
れ
は
西
村
兼
文

と
い
ふ
人

 
 

で
あ

る
。
…
此

の
人

は
、
贋
作

の
天
才

で
あ

っ
た
。

…
先
づ
此
人
な
ど
近

 
 
世

の
贋
作
家
中

の
名

人
で
あ

つ
て
、
其

の
列
伝

の
最
後

に
名
を
止
む

べ
き

 
 
人

で
あ
ら
う
。

と

あ
る
。

さ
ら

に
、
川
瀬

一
馬

氏

『入
門

講
話
 
日
本
出

版
文
化
史
』

(日
本

エ
デ

ィ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
出
版
部
 

一
九
八
三
年
)

の

「
西
村
兼
文

の

『古
梓
蹟

語
』
」

に
も
、

 
 

…
そ
れ

(『古
梓
蹟

語
』

・
論
者
注

)
は
実
物

を
見
て
集

め
た
も
の

で
す

 
 

か
ら
、
そ

こ
に
書

い
て
あ

る
も

の
は
確

か
に
見
て

い
る
と
思

い
ま
す
。
但

 
 

し
、

そ

の
見

て
い
る
中

に
、
偽

の
刊
記

を
妄

補
し
た
も

の
が
含
ま
れ

て
い

 
 

る
の
で
注
意

し
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
兼
文
以
前

に
既

に
行

わ

 
 

れ
て

い
た
も

の
だ

と
思

い
ま
す
。
兼
文
自
身

も
唐
刊

の

『帰
去
来

の
辞
』

 
 

と
か

『文
選
』

と
か
称

す
る
も

の
を
古

文
書

の
裏
な
ど

に
偽
妄
印
刷

し
て

 
 

人
を
欺

い
た
実
績

が
あ
り

ま
す

の
で
、
何
か

い
た
ず
ら
を
し
た
刊
記

が
あ

 
 

る
か
も
し
れ
な

い
。
…

と
述

べ
ら
れ
て

い
る
。
要
す
る

に
、
彼

は
、

す
ぐ
れ
た
学
者

と
し
て
の
名
声
と
、

贋
作
家

と
し

て
の
悪
名

と
を
あ

わ
せ
持

つ
人
物
ー

ト

マ
ス
ー1
J
1ー

ワ
イ
ズ
、

島

田
翰
、
岡
本
良
知

な
ど

の
系
譜
上

に

い
る
ー

で
あ

っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
本

稿

は
、
「
す
ぐ
れ
た
学
者
」
と
し
て
の
彼

の
労
作

に
負

っ
て

い
る

(は
ず
で
あ

る
)
。

〈
付
記
〉

 
 

貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
井
上
宗
雄
先
生
に
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(な
か
し
ま
 
し
ょ
う
じ
)
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